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米沢トンネル（仮称）整備の早期事業化について 
 

我が国が将来にわたり持続的に発展していくためには、大規模災害に備えて国土
全体の強靱性を確保しつつ、産業や人材を地方へ呼び込み、真の地方創生を実現 
していくことが必要であります。 

とりわけ、国全体のリスク分散やリダンダンシーの確保、また、我が国のポテン
シャルを最大限に引き出す日本海・太平洋２面活用型国土の形成や、デジタル田園
都市国家構想の実現に向けた基盤として、速達性と安定性に優れた新幹線ネット
ワークの整備を促進していく必要があります。 

しかしながら、日本海側は、太平洋側と比較して歴然とした整備格差が生じて
おり、本県、さらには東北をはじめとする日本海側の地域の発展に向けては、奥羽・
羽越新幹線の早期実現を図る必要があります。両新幹線の実現により、対首都圏
及び地域間の移動時間が大幅に短縮されることが見込まれ、人的交流の拡大や地域
間の連携が加速することにより、観光や産業・経済、暮らし・生活、都市機能・
防災の各分野で地域の発展が期待されます。 

こうした中、現在、山形新幹線米沢トンネル（仮称）の整備に向けた検討が進め
られています。米沢トンネル（仮称）の整備は、山形新幹線において自然災害等に
よる輸送障害が最も多い区間である福島〜米沢間の抜本的な防災対策となり、山形
新幹線の安定性や速達性の向上はもとより、北海道・東北新幹線をはじめ全国の
新幹線ネットワークの安定性向上への効果も期待され、国土全体の強靱化とデジ
タル田園都市国家構想の実現に資する極めて重要なプロジェクトであります。 

山形県では、一昨年、貴社と「山形新幹線米沢トンネル（仮称）整備計画の推進
に関する覚書」を締結し、現在、トンネルの具体的ルート検討のため、貴社と県が
共同で調査・検討を進めているところです。 

この山形新幹線米沢トンネル（仮称）の整備は、奥羽新幹線整備の足掛かりとも
なる、最重要かつ喫緊の課題であり、早期実現に向けてしっかりと取り組んでいく
必要があります。 

 



つきましては、このような意義を踏まえ、さらには将来の奥羽新幹線の実現も 
見据えて、米沢トンネル（仮称）整備の早期事業化に向け、次の事項について特段
の御配慮をいただきますよう御要望申し上げます。 
 
一、米沢トンネル（仮称）整備の早期事業化を図ること 

一、同トンネル整備のための政府の財政支援獲得に向けて、県と連携を図りつつ
具体的な検討を加速すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 


